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機能物質作用学 2 units 2nd-year(2nd semester)

Kumio Yokoigawa · Professor / Department of Civil and Environmental Studies

Target〉 多種多様な化学反応の組合せにより発現する生命現象において，酵素は
生体触媒としてきわめて重要な役割を果たしている．本講義では，機能性タ
ンパク質としての酵素と，酵素活性の発現に影響をおよぼす種々の生理活性
物質の機能を解説する．

Outline〉 酵素の機能を分子レベルで理解する．
Keyword〉 enzyme kinetics, reaction mechanism, 機能性物質
Fundamental Lecture〉 “生命システムの基礎 I”(1.0)
Notice〉 授業で学んだことを，必ず復習すること．
Goal〉 種々の酵素の構造と機能を学び，それらの活性制御機構を分子レベルで理
解する．

Schedule〉
1.酵素の歴史
2.酵素の種類と分類
3.酵素反応の速度論
4.酵素反応の熱力学
5.酵素阻害剤 1-拮抗阻害，非拮抗阻害，不拮抗阻害
6.酵素阻害剤 2-特殊な阻害形式
7.機能性物質の酵素的合成
8.酵素活性の調節 1-転写レベルと翻訳レベルの調節
9.酵素活性の調節 2-翻訳後の調節

10.補酵素の構造と機能 1-酸化還元反応等
11.補酵素の構造と機能 2-アミノ基転移反応等
12.酵素反応の機構 1-反応機構からの解明
13.酵素反応の機構 2-高次構造からの解明
14.酵素の産業利用
15.総括授業
16.試験

Evaluation Criteria〉 授業への取組み態度 (50%)と筆記試験 (50%)により評価
する

Re-evaluation〉 なし．
Textbook〉 新 ·入門酵素化学 改訂第 2版 (南江堂)．
Reference〉 毎回の講義でプリントを配布する．
Contents〉 http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=219305

Contact〉
⇒ Yokoigawa (3221, +81-88-656-7267, yokoigaw@ias.tokushima-u.ac.jp)

Mail (Office Hour: 月曜日16:20-17:50)
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